
　21世紀の医療の目標の一つとして厚労省も重点項目として「QOLの確保」を取り上げており、
QOL は眼科医にとっても注目すべきであることに間違いない。そもそも QOL とは個人がどれ
だけ人間らしい生活や自分らしい生活を送り、人生に幸福を見出すか、いいかえれば「生活の質」
をとらえる概念である。一方、最近、日常生活を恙なく過ごすことができる「良い見え方」、つ
まり「視覚の質」を表す QOV という言葉も登場してきている。眼科医にとっては QOL より
QOVが直接的関心事、あるいは、QOVは眼科診療の究極の目標といっても良いかしらん。
　一方、「見え方」と云っても鮮明に見えない、ゆがんで見える、といったレベルから、強い眼
障害の結果としてロービジョンに至るまで多彩・多様。だから、「言うは易し、取り組むは難し、QOV」
　そこで、今回、「徹底解明！QOV」として、QOLとQOVの位置づけ、QOVの評価法、さらに、
QOV を高めるための具体策について３名の専門家に講演をいただくこととした。「Quality」と
いう言葉には「良い質の…」という意味を含んでいると聞く。今回のご講演が「QOV」が単な
る標語から、私どもが現在、携わり、今後も携わっていく眼科医療において「より良い質の見え方」
を目ざす契機になることが期待される。

吉川 啓司 先生

吉川眼科クリニック

鈴鴨 よしみ 先生

東北大学大学院医学系研究科障害科学専攻
肢体不自由学分野 准教授

探求！QOV
－QOLとQOV、
その関連と帰結する所－

田中 恵津子 先生

杏林アイセンター ロービジョンルーム
視能訓練士

探求！QOV
－視野障害に
気づく時－

藤田 京子 先生

駿河台日本大学病院 眼科
診療准教授

探求！QOV
－中心性漿液性
脈絡網膜症のQOV－

第3回日本視野学会学術集会へのご参加には参加登録が必要です。
2014年 6月2日18：00まで早期割引を実施しております。（※以降は当日登録となります）

http://jps.umin.jp/meeting/m-index.htmlホームページをご参照ください ⇒
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1976年 日本医科大学医学部卒業

1976年 東京女子医科大学眼科学教室

1985年 東京女子医科大学眼科学講師

1987年 オリンピア眼科クリニック

1999年 吉川眼科クリニック開業

現在に至る

1999年 東北大学大学院医学系研究科障害科学専攻
病態運動学講座人間行動学分野博士後期課程修了

1999年 財団法人長寿科学振興財団リサーチレジデント：
東京大学医学系研究科国際交流室所属

2000年 財団法人長寿科学振興財団リサーチレジデント：
京都大学医学研究科社会健康医学専攻
理論疫学分野所属

2000年 京都大学大学院医学系研究科非常勤講師
2002年 財団法人パブリックヘルスリサーチセンター

ストレス科学研究所研究員
2003年 京都大学大学院医学研究科医療疫学分野助手
2006年 東北大学大学院医学系研究科障害科学専攻

肢体不自由学分野講師
2014年 同分野准教授

1989年 立教大学文学部心理学科卒業

1990年 視能訓練士資格取得

1991年 米国 MIT Richard Held研究室（乳児視覚研究室）
リサーチアシスタント

1995年 東京女子大学大学院人文科学系心理学専攻課程修了

1994年〜
2005年

杏林アイセンターロービジョン外来担当
（2005年以降は非常勤）

2006年〜 愛知淑徳大学非常勤講師

2010年〜 浜松視覚特別支援学校非常勤講師

1988年 愛知医科大学卒業

1991年 日本大学眼科学教室に入局

1999年～
2000年 米国ハーバード大学スケペンス眼研究所留学

2012年 日本大学診療准教授
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